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一
、
本
稿
の
目
的

　

中
古
の
和
文
資
料
に
は
、命
令
形
に
助
詞
ヨ
・
ヤ
を
下
接
さ
せ
た
、

次
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　
　
（
１
）�〔
源
氏
→
若
紫
〕「
今
さ
ら
に
、
な
ど
忍
び
た
ま
ふ
ら
ん
。

こ
の
膝
の
上
に
大
殿
籠
れ
よ
。
い
ま
少
し
寄
り
た
ま
へ
」

〈『
源
氏
物
語
』、
若
紫
、
一
八
二
・
七
〉

　
　
（
２
）�〔
空
蝉
→
軒
端
荻
〕「
待
ち
た
ま
へ
や
。
そ
こ
は
持
に
こ
そ

あ
ら
め
。
こ
の
わ
た
り
の
劫
を
こ
そ
」
な
ど
い
へ
ど
、

…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
空
蝉
、
八
七
・
一
三
〉

　
（
１
）は
命
令
形
に
ヨ
が
、（
２
）は
ヤ
が
下
接
し
た
も
の
で
あ
る

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、

命
令
形
単
独
で
終
止
す
る
も
の
を
「
命
令
形
」
と
呼
ぶ
）。　

　

本
稿
で
は
、両
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　

二
、
先
行
研
究

　
「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、

大
き
く
分
け
て
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
文
脈
に
基
づ
く
解
釈
に
よ
っ
て
両
者
の
違
い
を
示
し
た

川
上
徳
明
（
二
〇
〇
五
）
で
あ
る
。
川
上
は
、「
命
令
形
ヨ
」
に
つ

い
て
「
主
と
し
て
愛
す
べ
き
、
可
憐
な
対
象
に
、
優
し
く
愛
し
び
の

情
を
込
め
て
語
り
掛
け
る
」（
七
五
一
頁
・
二
行
）
も
の
と
し
、「
命

令
形
ヤ
」
に
つ
い
て
「
焦
燥
、
苛
立
ち
等
、
話
し
手
の
昂
っ
た
感
情

　

　
中
古
和
文
に
お
け
る
「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」富

　
岡
　
宏
　
太
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の
表
わ
れ
と
解
す
べ
き
も
の
が
多
い
。」（
七
五
五
頁
・
九
行
）
と
し

た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
人
物
関
係
や
場
面
か
ら
分
類
し
た
、
柴
田

敏
（
一
九
八
八
）
で
あ
る
。
柴
田
は
、「
命
令
形
ヨ
」
を
「『
話
し
手
』

が
『
聞
き
手
』
に
対
し
て
好
意
や
期
待
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
使
用

さ
れ
る
形
式
で
、（
中
略
）
公
的
な
『
場
面
』
よ
り
も
私
的
な
『
場
面
』

で
使
用
さ
れ
る
」（
四
四
頁
・
下
・
一
一
行
）
も
の
と
し
、「
命
令
形

ヤ
」
を
「
直
截
的
な
要
求
表
現
」、「『
聞
き
手
』
へ
の
心
情
的
な
配

慮
や
、
周
囲
へ
の
社
交
的
な
配
慮
は
稀
薄
で
、『
話
し
手
』
の
要
求

を
遠
慮
な
く
、
時
に
高
圧
的
に
、
時
に
大
ら
か
に
呈
示
す
る
形
式
」

（
四
六
頁
・
上
・
二
二
行
）
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
確
か
に
両
者
の
重
要
な
側
面
を
記
述
し
て
は

い
る
が
、
よ
り
言
語
表
現
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
た
、
客
観
的
な

研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令

形
ヤ
」
両
者
の
表
現
可
能
な
範
囲
と
、
指
示
内
容
を
実
行
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
の
聞
き
手
の
選
択
権
の
有
無
、「
行
為
指
示
」
の
緊

急
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
両
者
の
違
い
を
導
き
出
し
て
い
く
。

　
　
　

三
、
資
料
と
用
例

　

資
料
と
し
て
、
次
の
一
〇
作
品
を
調
査
し
た（

1
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数

を
〔
表
一
〕
に
挙
げ
る
。

　
「
命
令
形
」
の
例
は
、『
源
氏
物
語
』
だ
け
で
も
六
四
六
例
も
見
ら

れ
る
の
に
対
し
て
、「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
は
す
べ
て
の
資

料
の
例
数
を
併
せ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
九
例
、
四
四
例
と
僅
少
で
あ

る
。
し
か
し
、
例
数
が
少
数
で
あ
り
な
が
ら
、
複
数
の
作
品
に
「
命

令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
の
例
が
存
在
す
る
か
ら
に
は
、
な
ん
ら
か

の
表
現
価
値
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ヨ ヤ

うつほ物語 10 29

蜻蛉日記 1 1

落窪物語 1

枕草子 1

源氏物語 15 10

堤中納言物語 2

更級日記 1

夜の寝覚 4 1

狭衣物語 4 2

栄花物語 1

合計 39 44

〔
表
一
〕
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四
、
命
令
形
に
よ
る
表
現
の
範
囲

　

四
・
一
「
命
令
形
」
が
表
す
範
囲

　

ま
ず
、「
命
令
形
」
に
よ
る
表
現
を
、
聞
き
手
の
存
在
の
有
無
、

話
し
手
が
聞
き
手
に
よ
る
行
為
の
実
行
を
望
ん
で
い
る
か
、
の
二
つ

の
観
点
か
ら
、「
行
為
指
示
」「
希
求
」「
放
任
」の
三
種
に
分
類
す
る
。

組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、
四
種
が
想
定
さ
れ
る
が
、
聞
き
手
も
動
作

の
実
行
の
望
み
も
な
い
例
は
想
定
し
に
く
く
、実
例
も
見
ら
れ
な
い
。

以
上
を
〔
表
二
〕
に
示
す
。

　

こ
の
三
種
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
様
な
例
が
該
当
す
る
。

　
　
（
３
）�白
き
扇
の
い
た
う
こ
が
し
た
る
を
、〔
童
→
惟
光
〕「
こ
れ

に
置
き
て
（
源
氏
ニ
）
ま
ゐ
ら
せ
よ
、
枝
も
な
さ
け
な
げ

な
め
る
花
を
」
と
て
、
…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
夕
顔
、

一
〇
二
・
六
〉

　
（
３
）は
、
聞
き
手
と
し
て
惟
光
が
存
在
し
、
話
し
手
の
童
は
「
ま

ゐ
ら
す
」
と
い
う
行
為
の
実
行
を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現

が
「
行
為
指
示
」
で
あ
る
。

　
　
（
４
）�〔
薫
〕「
昔
の
御
心
忘
れ
ぬ
方
を
深
く
見
知
り
た
ま
へ
」
と

思
す
。〈『
源
氏
物
語
』、
椎
本
、
一
五
七
九
・
一
〇
〉�

　　
（
４
）は
、
薫
が
、
自
ら
の
心
情
を
姫
君
た
ち
に
も
理
解
し
て
ほ
し

い
と
願
う
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
の
文
に
「
思
す
」
と
あ
り
、

聞
き
手
は
想
定
で
き
な
い
が
、「
見
知
る
」
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
「
希
求
」
で
あ
る
。

　
　
（
５
）�〔
左
馬
頭
→
女
〕「
か
く
お
ぞ
ま
し
く
は
、
い
み
じ
き
契
り

深
く
と
も
、
絶
え
て
ま
た
見
じ
。
限
り
と
思
は
ば
、
か
く

わ
り
な
き
も
の
疑
ひ
は
せ
よ
。
…
…
。」〈『
源
氏
物
語
』、

聞
き
手
の

存
在
の
有
無

無 有

希
求

行
為
指
示
有
動
作
実
行
の
望
み
の
有
無

― 放
任 無

〔
表
二
〕
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帚
木
、
四
九
・
一
三
〉

　
（
５
）で
は
、
左
馬
頭
は
女
に
疑
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
。

「
二
人
の
縁
を
こ
れ
で
終
わ
り
だ
と
思
う
な
ら
、
勝
手
に
疑
え
」
と

言
う
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
放
任
」
で
あ
る
。

　
「
命
令
形
」
の
表
現
に
は
、
以
上
の
三
種
が
存
在
す
る
。

　

四
・
二
「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
が
表
す
範
囲

　

一
方
、「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
に
は
、「
行
為
指
示
」
の
例

し
か
存
在
し
な
い
。

　
　
（
６
）�〔
兼
家
→
自
分
の
子
供
〕「
い
ま
ゐ
て
い
な
ん
、車
よ
せ
ば
、

ふ
と
乗
れ
よ
」
と
う
ち
笑
ひ
て
、
い
で
ら
れ
ぬ
。〈『
蜻
蛉

日
記
』、
二
六
八
・
二
〉

　
　
（
７
）�〔
薫
→
浮
舟
〕「
心
よ
り
外
に
見
え
ざ
ら
ん
程
は
、
こ
れ
を

見
た
ま
へ
よ
」
と
て
、
…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
浮
舟
、

一
八
七
九
・
一
〉

　
（
６
）は
、
兼
家
か
ら
自
分
の
子
供
へ
の
、（
７
）は
、
薫
か
ら
浮
舟

へ
の
発
話
で
あ
る
。「
命
令
形
ヨ
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
つ
ね
に
聞

き
手
が
存
在
し
、
話
し
手
は
聞
き
手
に
対
し
て
行
為
の
実
行
を
望
ん

で
い
る
。

　

こ
の
特
徴
は
、「
命
令
形
ヤ
」
に
も
共
通
す
る
。

　
　
（
８
）�〔
太
夫
監
→
玉
鬘
乳
母
〕「
待
て
や
、
こ
は
い
か
に
仰
せ
ら

る
ゝ
」
と
ゆ
く
り
か
に
寄
り
来
た
る
け
は
ひ
に
、
お
び
え

て
お
と
ど（
＝
乳
母
）色
も
な
く
な
り
ぬ
。〈『
源
氏
物
語
』、

玉
鬘
、
七
二
七
・
一
〉

　
　
（
９
）�〔
内
大
臣
→
夕
霧
〕�「
…
…
。
今
日
の
御
法
の
縁
を
も
た
づ

ね
思
さ
ば
、
罪
許
し
た
ま
ひ
て
よ
や
。
…
…
」〈『
源
氏
物

語
』、
藤
裏
葉
、
九
九
八
・
一
二
〉

　
（
８
）は
待
つ
よ
う
に
、（
９
）は
こ
れ
ま
で
の
冷
遇
の
罪
を
許
す
よ

う
に
、
求
め
て
い
る
。

　

以
上
、
聞
き
手
の
存
在
の
有
無
・
動
作
実
行
の
望
み
の
有
無
と
い

う
観
点
か
ら
比
較
し
た
結
果
、「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」と
も
に
、

「
行
為
指
示
」
の
例
し
か
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
聞
き
手
へ
の
伝
達

性
が
強
い
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
。



― 54―

　　
　
　

五　

聞
き
手
・
話
し
手
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
た
特
徴

　

五
・
一　

聞
き
手
の
選
択
権
の
有
無
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
聞
き
手
側
・
話
し
手
側
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、「
行

為
指
示
」
の
表
現
を
分
析
す
る
。
は
じ
め
に
、
特
に
聞
き
手
側
の
視

点
か
ら
分
析
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
指
示
内
容
を
実
行
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
の
、
聞
き
手
の
選
択
権
の
有
無
を
問
題
に
す
る
。
そ

の
判
断
基
準
は
、
話
し
手
が
聞
き
手
を
敬
語
で
待
遇
す
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
話
し
手
が
聞
き
手
を
敬
語
で
待
遇
す
る
場
合
、
少
な
く
と

も
言
語
表
現
上
は
、
聞
き
手
を
高
く
遇
し
て
い
る
訳
で
あ
り
、
強
制

力
の
あ
る
行
為
指
示
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る（

2
（

。

　

ま
ず
、「
命
令
形
」
の
場
合
、
聞
き
手
（
＝
行
為
の
実
行
者
）
に

敬
語
を
用
い
て
待
遇
す
る
例
も
、
用
い
な
い
例
も
、
と
も
に
相
当
数

見
ら
れ
る
。
一
例
ず
つ
挙
げ
る
。

　
　
（
10
）�〔
妹
尼
→
浮
舟
〕「
こ
れ
御
覧
じ
入
れ
よ
。
…
…
」〈『
源
氏

物
語
』、
手
習
、
二
〇
四
四
・
一
二
〉

　
　
（
11
）�〔
三
条
乳
母
→
右
近
〕「
な
ほ
さ
し
の
ぞ
け
。
わ
れ
を
ば
見

知
り
た
り
や
」
と
て
、
…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
玉
鬘
、

七
三
四
・
二
〉

　

次
に
、「
命
令
形
ヨ
」
で
は
、
敬
語
を
用
い
る
例
が
二
八
例
、
用

い
な
い
例
が
一
一
例
で
あ
る
。
敬
語
を
使
用
し
な
い
例
も
あ
る
が
、

使
用
す
る
例
の
方
が
か
な
り
多
い
と
言
え
よ
う
。

　
　
（
12
）�〔
中
納
言
→
対
の
君
〕「
…
…
。
こ
の
暮
れ
を
、
い
と
し
の

び
や
か
に
て
待
ち
た
ま
へ
よ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
…
…
。

〈『
夜
の
寝
覚
』、
巻
一
、五
八
・
一
五
〉

　
　
（
13
）�〔
狭
衣
→
若
君
〕「
…
…
。
時
々
は
、
宮
の
御
前
に
大
殿
籠

れ
よ
。
明
日
は
疾
く
参
ら
ん
」
と
申
し
た
ま
ふ
を
、

…
…
。〈『
狭
衣
物
語
』、
巻
三
、三
一
八
・
一
一
〉

　
　
（
14
）�〔
源
氏
→
小
君
〕「
…
…
。あ
こ
は
我
が
子
に
て
を
あ
れ
よ
。

こ
の
頼
も
し
人
は
行
く
先
短
か
り
な
ん
」と
の
た
ま
へ
ば
、

…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
帚
木
、
七
五
・
九
〉

　
（
12
）（
13
）は
、
聞
き
手
を
尊
敬
語
で
待
遇
し
た
例
で
あ
り
、

（
14
）は
敬
語
を
用
い
な
い
例
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
命
令
形
ヤ
」
だ
が
、
敬
語
を
用
い
る
例
が
二
三
例
、
用
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い
な
い
例
が
二
一
例
で
あ
る
。「
命
令
形
ヤ
」
に
お
い
て
は
、
敬
語

の
使
用
例
・
不
使
用
例
は
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

　
　
（
15
）�〔
妹
尼
→
浮
舟
〕
生
け
る
や
う
に
も
あ
ら
で
、
さ
す
が
に

目
を
ほ
の
か
に
見
あ
け
た
る
に
、「
物
の
た
ま
へ
や
。
い

か
な
る
人
か
か
く
て
は
も
の
し
た
ま
へ
る
」
と
い
へ
ど
、

…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
手
習
、
一
九
九
四
・
一
一
〉

　
　
（
16
）�〔
源
氏
→
女
房
〕「
若
き
人
々
、
渡
殿
の
戸
開
け
て
、
物
見

よ
や
。
…
…
」〈『
源
氏
物
語
』、
蛍
、
八
一
二
・
一
〇
〉

　
「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
と
も
に
、
敬
語
に
よ
っ
て
聞
き
手

を
待
遇
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
中
で
も
「
命
令
形
ヨ
」
に
お

け
る
敬
語
使
用
の
多
さ
が
特
に
目
に
付
く
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、「
命
令
形
ヨ
」
を
「
命
令
形
ヤ
」
と
比
較
し

た
場
合
、
前
者
が
特
に
、
聞
き
手
の
選
択
権
を
優
先
す
る
表
現
だ
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　　

五
・
二　

話
し
手
の
視
点
か
ら
見
た
表
現
性
の
違
い
に
つ
い
て

　

今
度
は
特
に
、
話
し
手
側
の
視
点
か
ら
、
両
表
現
の
違
い
を
、「
命

令
形
」の
例
も
踏
ま
え
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。具
体
的
に
は
、

話
し
手
の
指
示
に
「
緊
急
性
」
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
「
行
為
指
示
」
の
中
に
は
、
話
し
手
が
聞
き
手
に
対
し
て
即
時
の

行
動
を
求
め
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
前
者
を
緊
急

性
が
あ
る
も
の
、
後
者
を
緊
急
性
が
な
い
も
の
と
す
る
。「
命
令
形
」

の
例
を
参
考
に
見
て
み
る
。

　
　
（
17
）�〔
源
氏
→
朧
月
夜
〕「
な
ほ
名
の
り
し
た
ま
へ
。
い
か
で
聞

こ
ゆ
べ
き
。
か
う
て
や
み
な
む
と
は
、
さ
り
と
も
思
さ
れ

じ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
花
宴
、

二
七
二
・
六
〉

　

こ
の
場
面
は
、
源
氏
と
朧
月
夜
の
初
対
面
の
場
面
で
あ
り
、
源
氏

は
相
手
の
女
性
が
誰
か
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

今
す
ぐ
こ
こ
で
名
乗
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
18
）�〔
左
大
臣
→
源
氏
〕「
…
…
、
人
目
も
い
と
乱
り
が
は
し
う

心
弱
き
さ
ま
に
は
べ
る
べ
け
れ
ば
、
院
な
ど
に
も
参
り
は

べ
ら
ぬ
な
り
。
こ
と
の
つ
い
で
に
は
、
さ
や
う
に
お
も
む
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け
奏
せ
さ
せ
た
ま
へ
。
…
…
。」〈『
源
氏
物
語
』、
葵
、

三
一
五
・
五
〉

　
（
18
）は
、
左
大
臣
か
ら
源
氏
に
、
内
裏
に
参
上
し
な
い
理
由
を
奏

上
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
場
面
で
あ
る
。「
こ
と
の
つ
い
で
に
は
」

と
あ
る
の
で
、
即
時
の
行
為
要
求
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、（
17
）の

よ
う
な
例
を
緊
急
性
の
あ
る
例
、（
18
）の
よ
う
な
例
を
緊
急
性
の
な

い
例
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
に
つ
い

て
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、「
命
令
形
ヨ
」
に
は
、
緊
急
性
が
あ
る
も
の
も
、
な
い
も

の
も
存
在
す
る
。

　
　
（
19
）�〔
源
氏
→
軒
端
荻
〕「
人
知
り
た
る
事
よ
り
も
、
か
や
う
な

る
は
あ
は
れ
も
添
ふ
事
と
な
ん
、
昔
人
も
言
ひ
け
る
。
あ

ひ
思
ひ
た
ま
へ
よ
。
…
…
。」〈『
源
氏
物
語
』
空
蝉
、

九
二
・
五
〉

　
（
19
）は
、
源
氏
と
軒
端
荻
が
契
り
を
交
わ
す
場
面
で
あ
り
、
源
氏

は
今
、
自
分
を
思
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
20
）�〔
柏
木
→
女
三
宮
の
女
房
の
小
侍
従
〕「
…
…
。
深
き
過
ち

も
な
き
に
、
見
合
わ
せ
奉
り
し
夕
べ
の
程
よ
り
、
や
が
て

か
き
乱
り
、
惑
ひ
そ
め
に
し
魂
の
、
身
に
も
帰
ら
ず
な
り

に
し
を
、
か
の
院
の
う
ち
に
あ
く
が
れ
あ
り
か
ば
、
結
び

と
ど
め
た
ま
へ
よ
」〈『
源
氏
物
語
』、
柏
木
、
一
二
三
一
・�

七
〉

　
（
20
）で
は
、柏
木
が
望
む
、行
為
の
実
行
の
時
期
は
今
で
は
な
い
。

柏
木
の
魂
が
「
あ
く
が
れ
あ
り
か
ば
」、
そ
の
時
に
「
結
び
と
ど
め
」

て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
21
）�〔
僧
都
→
浮
舟
（
消
息
）〕「
時
々
は
山
に
お
は
し
て
遊
び

た
ま
へ
よ
。
…
…
。」
と
う
ち
語
ら
ひ
た
ま
ふ
。〈『
源
氏

物
語
』、
夢
浮
橋
、
二
〇
六
二
・
一
〉

　

山
に
来
る
よ
う
に
求
め
る
消
息
だ
が
、
今
す
ぐ
に
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。「
時
々
は
」
で
あ
る
。
実
行
の
時
期
は
聞
き
手
に
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ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
22
）�〔
衛
門
督
→
落
窪
姫
君
〕「
い
と
よ
く
思
し
た
り
。
こ
こ
に

も
さ
な
ん
思
ひ
つ
る
。さ
ら
ば
年
の
う
ち
に
し
た
ま
へ
よ
。

い
と
頼
も
し
げ
な
く
な
ん
見
え
た
ま
ふ
。」
と
て
、
明
く

る
日
よ
り
い
そ
ぎ
た
ま
ふ
。〈『
落
窪
物
語
』、
巻
三
、

一
九
五
・
一
一
〉

　

こ
れ
は
、父
の
御
八
講
を
行
う
よ
う
要
求
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
す
ぐ
行
う
必
要
は
な
い
。「
年
の
う
ち
」
で
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
い
い
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
命
令
形
ヤ
」に
は
、緊
急
性
の
あ
る
行
為
指
示
し
か
な
い
。

　
　
（
23
）�〔
先
払
い
の
従
者
→
車
引
き
の
童
〕�

先
な
る
を
の
こ
ど
も
、

「
と
う
促
せ
や
」
な
ど
、
お
こ
な
ふ
。〈『
蜻
蛉
日
記
』、

一
六
七
・
一
六
〉

　

京
へ
移
動
中
の
道
綱
母
の
前
に
突
然
、
兼
家
の
従
者
が
現
れ
た
。

そ
こ
で
車
を
止
め
、
話
し
て
い
る
と
、
先
払
い
の
従
者
が（
23
）の
よ

う
に
言
う
。
敬
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
聞
き
手
は
車
を
引

く
童
と
考
え
ら
れ
る
。
一
行
は
京
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
お
り
、
今
す

ぐ
前
へ
進
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
24
）�〔
物
の
怪
→
験
者
〕
さ
す
が
に
い
み
じ
う
調
ぜ
ら
れ
て
、

心
苦
し
げ
に
泣
き
わ
び
て
、「
す
こ
し
ゆ
る
へ
た
ま
へ
や
。

大
将
に
聞
こ
ゆ
べ
き
事
あ
り
」
と
の
た
ま
ふ
。〈『
源
氏
物

語
』、
葵
、
二
九
八
・
一
〉

　

物
の
怪
に
と
っ
て
誦
経
の
継
続
は
、
苦
痛
の
継
続
を
意
味
す
る
。

よ
っ
て
、
今
す
ぐ
や
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
（
25
）�（
薫
ノ
）
か
た
ち
用
意
も
常
よ
り
ま
さ
り
て
、
乱
れ
ぬ
様

に
を
さ
め
た
る
を
見
て
、〔
夕
霧
→
薫
〕「
右
の
す
け
も
声

加
え
た
ま
へ
や
。
い
た
う
客
人
だ
た
し
や
」
と
の
た
ま
へ

ば
、
…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
匂
宮
、
一
四
四
一
・
八
〉

　

こ
の
例
は
、
賭
弓
の
還
饗
に
招
か
れ
、
参
加
し
て
い
る
薫
が
行
儀

よ
く
し
て
い
る
の
を
見
た
夕
霧
の
発
話
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
い
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ま
す
ぐ
「
声
を
加
え
」
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、話
し
手
側
の
視
点
か
ら
両
者
を
比
較
し
、「
命
令
形
ヤ
」が
、

緊
急
性
の
あ
る
行
為
指
示
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、「
命
令
形
ヨ
」

と
は
異
な
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

五
・
三
「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
の
特
徴
の
ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
、「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
を
、「
命
令
形
」
の
例

も
交
え
な
が
ら
比
較
し
て
き
た
。
そ
れ
を
、
以
下
に
ま
と
め
る
。

・「
命
令
形
ヨ
」
も
「
命
令
形
ヤ
」
も
、
聞
き
手
の
存
在
が
必
須
で
、

行
為
の
実
行
が
望
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
行
為
指
示
」
の
例
し
か

な
い
。
そ
の
点
で
伝
達
性
が
強
い
表
現
で
あ
る
。

・
聞
き
手
に
選
択
権
が
あ
る
か
と
い
う
点
で
見
る
と
、
特
に
「
命
令

形
ヨ
」
に
、
聞
き
手
に
選
択
権
が
あ
る
例
が
多
い
。

・
話
し
手
側
の
視
点
で
見
る
と
、
緊
急
性
の
あ
る
行
為
指
示
に
限
ら

れ
る
の
が
「
命
令
形
ヤ
」
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、「
命
令
形
」
と
、「
命
令
形
ヨ
」
も
し
く
は

「
命
令
形
ヤ
」
が
一
連
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
場
面
、
ま
た
、「
命
令

形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
が
同
一
人
物
間
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
、
よ

り
鮮
明
に
な
る
。

　
　
　

六　

複
数
の
形
式
が
併
用
さ
れ
る
場
合

　

六
・
一�　
「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
ヨ
」
と
が
一
連
の
文
脈
で
用
い

ら
れ
る
場
合

　

ま
ず
、「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
ヨ
」
と
が
一
連
の
文
脈
で
使
用

さ
れ
る
例
を
検
討
す
る
。

　
　
（
26
）�〔
源
氏
→
若
紫
〕「
今
さ
ら
に
、
な
ど
忍
び
た
ま
ふ
ら
ん
。

こ
の
膝
の
上
に
大
殿
籠
れ
よ
。
い
ま
少
し
寄
り
た
ま
へ
。」

〈『
源
氏
物
語
』、
若
紫
、
一
八
二
・
七
（（
1
）の
再
掲
）〉

　

源
氏
か
ら
若
紫
へ
の
発
話
で
あ
る
。
こ
の
「
大
殿
籠
れ
」
と
「
寄

り
た
ま
へ
」
と
い
う
二
つ
の
行
為
指
示
の
う
ち
、
実
現
可
能
性
が
低

い
の
は
、
前
者
の
方
で
あ
る
。
実
現
可
能
性
が
低
い
事
を
指
示
す
る

場
合
、
そ
の
分
、
聞
き
手
に
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
聞
き

手
の
選
択
権
を
尊
重
し
た
表
現
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に

「
命
令
形
ヨ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る（

3
（

。
や
は
り
「
命
令
形
ヨ
」
は
聞

き
手
の
選
択
権
を
優
先
す
る
表
現
で
あ
る
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
な
ぜ
「
寄
り
た
ま
へ
よ
」
で
な
い
の
か
と
い
う
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問
題
も
解
決
す
る
。
そ
れ
は
「
寄
る
」
と
い
う
動
作
の
実
行
が
「
膝

の
上
に
大
殿
籠
る
」
よ
り
も
容
易
で
、
聞
き
手
へ
の
配
慮
が
、
よ
り

少
な
く
て
済
む
か
ら
だ
と
説
明
で
き
る
。

　

六
・
二�　
「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
が
一
連
の
文
脈
で
用
い

ら
れ
る
場
合

　
「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
が
連
続
す
る
例
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
（
27
）�〔
対
の
君
カ
ラ
〕「〔
中
の
君
ニ
対
シ
テ
〕
大
殿
籠
れ
。〔
女

房
ニ
対
シ
テ
〕
御
格
子
も
、
更
け
ぬ
ら
む
、
人
々
ま
ゐ
り

た
ま
へ
や
」〈『
夜
の
寝
覚
』、
五
六
・
二
〉

　

こ
の
行
為
指
示
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
挿
入
句
の
「
更

け
ぬ
ら
む
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
は
も
う
「
更
け
て
し
ま
っ
て
い

る
だ
ろ
う
時
間
」
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
早
く
閉
め
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
聞
き
手
で
あ
る
女
房
に
配
慮
し
て
い
る
猶
予
は
な
い
。
直

前
の
中
の
君
に
対
す
る
「
大
殿
籠
れ
」
と
い
う
指
示
が
「
命
令
形
」

で
あ
る
の
も
、
御
格
子
を
下
ろ
す
事
に
比
べ
た
ら
、
緊
急
性
が
低
い

か
ら
だ
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
　
（
28
）�（
預
か
り
の
子
ガ
）
紙
燭
も
て
参
れ
り
。
右
近
も
動
く
べ

き
様
に
も
あ
ら
ね
ば
、（
源
氏
ハ
）
近
き
御
几
帳
を
引
き

寄
せ
て
、〔
源
氏
→
預
か
り
の
子
〕「
な
ほ
も
て
参
れ
」
と

の
た
ま
ふ
。（
預
か
り
の
子
ハ
）
例
な
ら
ぬ
事
に
て
、
御

前
近
く
も
え
参
ら
ぬ
つ
ゝ
ま
し
さ
に
、
長
押
に
も
え
上
ら

ず
。〔
源
氏
→
預
か
り
の
子
〕「
な
ほ
も
て
来
や
。
所
に
し

た
が
ひ
て
こ
そ
」
と
、
召
し
寄
せ
て
見
た
ま
へ
ば
、

…
…
。〈『
源
氏
物
語
』、
夕
顔
、
一
二
四
・
一
二
〉

　
「
な
ほ
も
て
来
や
」
は
、
紙
燭
を
「
な
ほ
も
て
参
れ
」
と
い
う
指

示
に
、
預
か
り
の
子
が
従
わ
な
か
っ
た
直
後
の
発
話
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
い
ま
す
ぐ
行
為
を
実
行
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、

「
命
令
形
ヤ
」
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、「
命
令
形
」
と
共

起
し
た
場
合
に
も
「
命
令
形
ヤ
」
の
緊
急
性
は
証
明
さ
れ
る
。
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六
・
三�　
「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
が
同
一
人
物
間
で
使

用
さ
れ
る
場
合
の
比
較

　

さ
ら
に
、「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
で
、
違
い
を
観
察

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
観
察
を
す
る
う
え
で
好
ま
し
い
条

件
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
と
が
同
一
で
、
命
令
形
と
な
る
動
詞
も
同

一
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
件
に
合
う
例
が
一
組
だ
け
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』〈
夕
霧
〉
に
お
け
る
夕
霧
か
ら
雲
居
の
雁
へ
の
発
話
で

あ
る
。

　
　
（
29
）�「
あ
さ
ま
し
う
、
こ
は
い
か
に
し
た
ま
ふ
ぞ
。
あ
な
け
し

か
ら
ず
。
六
条
の
東
の
上
の
御
文
な
り
。
…
…
。
見
た
ま

へ
よ
。
懸
想
び
た
る
文
の
様
か
。
さ
て
も
な
ほ
な
ほ
し
の

御
様
や
。
…
…
。」
と
、
打
ち
う
め
き
て
、
…
…
。〈『
源

氏
物
語
』、
夕
霧
、
一
三
三
一
・
一
一
〉

　

夕
霧
が
落
葉
の
宮
か
ら
の
消
息
を
読
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
背
後

か
ら
忍
び
寄
っ
て
き
た
雲
居
の
雁
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に

対
す
る
夕
霧
の
発
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
消
息
が
母
親
代
わ

り
の
花
散
里
か
ら
の
物
だ
と
嘘
を
つ
き
、「
見
た
ま
へ
よ
」
と
言
っ

て
い
る
。

　

こ
の
発
話
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
は
見
ら
れ
た
ら
困
る
消
息
で
あ

る
た
め
、
相
手
の
選
択
権
を
優
先
す
る
「
命
令
形
ヨ
」
が
選
択
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
同
じ
く
夕
霧
か
ら
雲
居
の
雁
に
、「
命
令
形
ヤ
」
を
使
用

し
た
例
が
、
右
の（
29
）の
後
に
見
ら
れ
る
。

　
　
（
30
）�「
…
…
。
ま
た
よ
し
、
見
た
ま
へ
や
。
命
こ
そ
定
め
な
き

世
な
れ
。」〈『
源
氏
物
語
』、
夕
霧
、
一
三
六
五
・
八
〉

　　
（
29
）の
一
件
以
降
も
、
夕
霧
に
対
す
る
雲
居
の
雁
の
不
信
感
は
ま

す
ま
す
強
ま
っ
て
い
く
。（
30
）は
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
の
発
話
で

あ
る
。こ
の
発
話
の
前
半
で
、い
か
に
自
分
が
雲
居
の
雁
一
筋
で
あ
っ

た
か
を
、
後
半
で
自
分
た
ち
に
子
供
が
い
る
こ
と
か
ら
、
雲
居
の
雁

が
自
分
の
も
と
を
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
ま
た
よ
し
、
見
た
ま
へ
や
」
と
言
う
。
何
を
見
る
の
か
と
言
え
ば
、

自
分
の
雲
井
の
雁
へ
の
思
い
の
深
さ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
い
ま
す

ぐ
見
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
雲
居
の
雁
の
不
信
感
も
、
夕
霧
自
身
の

精
神
的
苦
痛
も
続
く
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、「
命
令
形
ヤ
」
が
使



― 61―

用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

七　

本
稿
の
結
論
と
今
後
の
課
題

　

以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
、「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と

に
つ
い
て
の
本
稿
の
見
解
を
述
べ
る
。

１�「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
は
、
と
も
に
「
行
為
指
示
」

の
例
に
限
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
聞
き
手
へ
の
伝
達
性
の
強
い
表
現

で
あ
る
。

２�「
命
令
形
ヨ
」
は
、
聞
き
手
の
選
択
権
を
待
遇
表
現
に
よ
っ
て
明

確
に
表
す
例
が
特
に
多
い
こ
と
か
ら
、
選
択
権
を
優
先
す
る
表
現

と
い
え
る
。「
命
令
形
ヨ
」
に
つ
い
て
、
柴
田
敏
（
一
九
八
八
）

が
い
う
「
好
意
や
期
待
を
持
っ
て
い
る
場
合
」
や
、
川
上
徳
明

（
二
〇
〇
五
）
が
い
う
「
愛
し
び
の
情
」
を
表
現
す
る
場
合
に
使

用
さ
れ
る
の
は
、「
命
令
形
ヨ
」
が
聞
き
手
の
選
択
権
を
優
先
す

る
結
果
と
し
て
現
れ
る
表
現
性
の
一
部
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３�「
命
令
形
ヤ
」
は
、
話
し
手
が
即
時
の
行
為
の
実
行
を
求
め
る
例

に
限
ら
れ
る
点
で
、緊
急
性
の
高
い
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

柴
田
敏
（
一
九
八
八
）
の
い
う
、「『
聞
き
手
』
へ
の
心
情
的
な
配

慮
や
、
周
囲
へ
の
社
交
的
な
配
慮
は
稀
薄
で
、『
話
し
手
』
の
要

求
を
遠
慮
な
く
、
時
に
高
圧
的
に
、
時
に
大
ら
か
に
呈
示
す
る
」

と
い
う
特
徴
も
、
川
上
徳
明
（
二
〇
〇
五
）
の
い
う
「
焦
燥
、
苛

立
ち
等
、
話
し
手
の
昂
っ
た
感
情
の
表
わ
れ
と
解
す
べ
き
」
場
面

に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
も
、「
命
令
形
ヤ
」
の
緊
急
性
の
高

さ
か
ら
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

４�「
命
令
形
ヨ
」
が
選
択
権
を
優
先
す
る
表
現
と
な
る
の
は
、
森
野

崇
（
一
九
九
四
）
が
、
助
詞
ヨ
の
機
能
を
「
呼
び
か
け
」
と
し
た

こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
指
示
内
容
を
聞
き

手
に
呼
び
か
け
る
た
め
、
聞
き
手
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
呼
び

か
け
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
強
制
力
は
強
く
な
く
、
聞
き
手
の
選

択
権
を
優
先
す
る
表
現
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ヨ
の
機
能
を

「
呼
び
か
け
」
と
考
え
れ
ば
、
緊
急
性
が
あ
る
例
も
な
い
例
も
見

ら
れ
る
事
も
説
明
が
つ
く
。

　

さ
ら
に
４
の
特
徴
は
、
命
令
形
の
活
用
語
尾
と
し
て
、
ヤ
で
な
く

ヨ
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

上
代
に
は
、
一
・
二
段
、
サ
変
、
カ
変
の
動
詞
命
令
形
が
、
ヨ
を

必
須
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
―
つ
ま
り
、
ヨ
が
活
用
語
尾
の
一
部
で

は
な
く
、
助
詞
で
あ
っ
た
こ
と
が
―
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
（
森
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野
宗
明
一
九
六
九
な
ど
）。
こ
の
よ
う
に
、
助
詞
ヨ
が
下
接
し
た
形

式
が
一
語
化
し
、
一
つ
の
活
用
形
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
、「
命
令
形
ヨ
」が
緊
急
性
に
お
い
て
、特
徴
的
な
形
式
で
は
な
く
、

よ
り
表
現
性
の
幅
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
関
係
が
あ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（

4
（

。
た
だ
し
、
こ
の
命
令
形
の
活
用
語
尾
と
し

て
の
ヨ
の
発
生
に
関
し
て
は
、
さ
ら
な
る
調
査
・
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
、「
命
令
形
ヤ
」
が
緊
急
性
の
あ
る
表
現
に
限
ら
れ
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
従
来
「
強
意
」
や
「
詠
嘆
」
と

い
っ
た
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
き
た
、
他
の
語
や
文
に
下
接
す
る
ヤ
に

も
、
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
今
後
の
課
題
と

す
る
。

注（
１�

）
テ
キ
ス
ト
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
は
『
う
つ
ほ
物
語
の
総
合
的
研
究
』

（
勉
誠
出
版
）、『
源
氏
物
語
』は
池
田
亀
鑑『
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
』

（
中
央
公
論
社
）、
そ
の
他
の
作
品
は
、
岩
波
書
店
の
日
本
古
典
文
学

大
系
を
使
用
し
た
。
引
用
例
の
表
記
は
私
意
に
よ
る
（
巻
名
・
巻
数

の
下
の
数
字
は
、
頁
・
行
を
示
す
）。
上
記
の
他
、『
竹
取
物
語
』『
土

左
日
記
』『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』
を
岩
波
の
日
本
古
典
文
学
大

系
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
調
査
し
た
が
、
一
例
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
表
か
ら
は
除
外
し
た
。

（
2�

）
も
ち
ろ
ん
、「
敬
語
の
使
用
の
有
無
＝
実
際
の
場
面
で
の
選
択
権

の
有
無
」
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
し
か
し
、
場
面
の
解
釈
に

基
づ
く
検
討
で
は
、
主
観
的
判
断
に
よ
っ
て
、
結
果
に
揺
れ
が
生
じ

る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
た
。

（
3�

）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
異
な
る
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「
大
殿
籠
る
」
は
、
本
来
の
「
部
屋
に
入
っ
て
お
休
み
に
な
る
」
と

い
う
意
で
は
な
い
た
め
、
比
喩
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
ど
こ
に
「
大

殿
籠
る
」
の
か
と
い
う
と
、
膝
の
上
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の

「
大
殿
籠
れ
よ
」
を
、
か
ら
か
っ
た
発
話
と
捉
え
、
行
為
の
実
行
を

そ
れ
ほ
ど
望
ん
で
い
な
い
の
で
、
選
択
権
を
優
先
す
る
「
命
令
形
ヨ
」

が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
4�

）
中
古
の
段
階
で
は
、ヨ
が
既
に
活
用
語
尾
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

ヨ
を
含
む
全
体
が
一
語
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
ヤ
を
下
接
し

て
「
命
令
形
ヤ
」
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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